別記第3号様式

令和6年度就学援助費(修学旅行費)認定申請書（兼世帯票）
※ 太枠の中のみ記入してください

	令和 　　年 　　月 　　日　

豊頃町教育委員会　　様 
住所
就学援助の認定を申請いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                       Ｔ Ｅ Ｌ
令和5年 4月1日現在

	①　家族の状況（生計をともにする家族全員を記入）収入額の記入については、裏面をご参照ください。

	続柄
	氏名
	生年月日
	年齢
	勤務先又は学校
	前年収入額
	③　申請事由（該当項目全てに○印をつける）

1 現在生活保護を受けている。

2 生活保護の停止・廃止を受けた。

3 町民税の非課税又は減免を受けた。

4 個人事業税が減免された。

5 固定資産税が減免された。

6 国民年金保険料が免除又は猶予された。
7 国民健康保険税が減免又は徴収の猶予がされた。

8 児童扶養手当ての支給を受けた。

9 生活福祉資金の貸付を受けた。

10 失業対策事業適格者手帳を有する日雇い労働者又は職業安定所登録日雇い労働者。

11 長期療養、火災、交通事故等の不慮の災害により経済的に困っている。

12 失業、勤務先の倒産又は賃金不払い等の理由により経済的に困っている。

13 その他特別な事情により著しく経済的に困窮している。

※サ～スについて具体的に記入してください。



	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	※住宅の形態

１自宅　　２借家　　３社宅　　４公営住宅　　５間借　　６その他（　　　　　）

（※家賃　　月額　　　　　　 　　　円）
	

	②　援助を必要とする児童生徒（小学校・中学校は別々に申請）
	

	児童生徒名
	学校名
	学年
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	同意書
1　令和6年度就学援助の認定のため必要があるときは、私及び家族の収入状況等について、公簿等を閲覧し調査することに同意します。
2　修学旅行対象児童生徒の進級前の審査により、仮認定され就学援助費の支給を受けた後、修学旅行前に他市町村へ転出した場合は、就学援助費を返還することに同意します。
3　修学旅行対象児童生徒の進級後の再審査により、否認定となった場合は、仮認定期間に支給された就学援助費を返還することに同意します。
令和　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　
申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)

	


	民生委員の意見

民生委員氏名　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)


	※教育委員会欄
	区分
	要保護・準要保護
	認定 ・ 否認定
	支給開始年月日
	令和　　　年　　　月　　　日


	申請書の記入について
太枠の中のみを記入してください。

令和5年4月1日現在で記入してください。

1 家族の状況

生計を共にしている家族全員を記入し、対象児童生徒に対して続柄を記入してください。

収入額は、申告にもとづいた金額とし、給与所得以外の方で専従者控除があれば、該当の欄にその額を記入してください。

（※住民登録上世帯が別々になっていても、経済的な生計が分離していなければ同一家族とみなされます。）
2 児童名・学校名

就学援助の対象となるお子さんの氏名及び学校名を記入してください。

3 申請事由

該当される項目の全てに○印をつけてください。サ～スについては、具体的理由を記入してください。

4 同意書
忘れずに記名・押印してください。

5 その他

援助費の受領を口座振込で希望する方は、別添の口座振込申込書に必要事項を記入して、申請書と併せて提出してください。
※　認定・否認定の結果については、後日通知いたします。

豊頃町教育委員会


別記第3号様式

令和6年度就学援助費(修学旅行費)認定申請書（兼世帯票）
※ 太枠の中のみ記入してください

	令和6年 ○月 ○日　

豊頃町教育委員会　　様 
住所　　　豊頃町○○○町○○番地
就学援助の認定を申請いたします。　　　　　　　　　　　　　　　申請者(保護者)

氏名　　　豊　頃　太　郎　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                       Ｔ Ｅ Ｌ　　　015-574-1234
令和5年 4月1日現在

	①　家族の状況（生計をともにする家族全員を記入）収入額の記入については、裏面をご参照ください。

	続柄
	氏名
	生年月日
	年齢
	勤務先又は学校
	前年収入額
	③　申請事由（該当項目全てに○印をつける）

14 現在生活保護を受けている。

1 生活保護の停止・廃止を受けた。

2 町民税の非課税又は減免を受けた。

3 個人事業税が減免された。

4 固定資産税が減免された。

5 C。

6 国民健康保険税が減免又は徴収の猶予がされた。

7 児童扶養手当ての支給を受けた。

8 生活福祉資金の貸付を受けた。

9 失業対策事業適格者手帳を有する日雇い労働者又は職業安定所登録日雇い労働者。

10 長期療養、火災、交通事故等の不慮の災害により経済的に困っている。

11 失業、勤務先の倒産又は賃金不払い等の理由により経済的に困っている。

12 その他特別な事情により著しく経済的に困窮している。

※サ～スについて具体的に記入してください。



	本人
	豊頃太郎
	S48.1.2
	45
	○○商事
	1,320,000
	

	妻
	豊頃花子
	S49.3.4
	44
	
	469,000
	

	子
	豊頃一郎
	H18.5.6
	11
	○○小学校
	
	

	子
	豊頃次郎
	H22.7.8
	7
	○○小学校
	
	

	子
	豊頃三子
	H24.9.10
	5
	○○保育所
	
	

	父
	豊頃金太郎
	S20.11.12
	72
	
	864,400
	

	
	
	
	
	
	
	

	※住宅の形態

１自宅　　２借家　　３社宅　　４公営住宅　　５間借　　６その他（　　　　　）

（※家賃　　月額　　　　　　 　　　円）
	

	②　援助を必要とする児童
	

	児童名
	入学予定学校名
	

	豊　頃　一　郎
	○　○　中　学　校
	

	
	
	

	同意書
1　令和6年度就学援助の認定のため必要があるときは、私及び家族の収入状況等について、公簿等を閲覧し調査することに同意します。
2　新入学児童の入学前の審査により、仮認定され就学援助費の支給を受けた後、翌年度4月1日前に他市町村へ転出した場合は、就学援助費を返還することに同意します。
3　新入学児童の入学後の再審査により、非認定となった場合は、仮認定期間に支給された就学援助費を返還することに同意します。
令和6年○月○日　　　　　　　　　　　

申請者氏名　　　豊　頃　太　郎　　　　　 eq \o\ac(○,印)

	


	民生委員の意見

民生委員氏名　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)


	※教育委員会欄
	区分
	要保護・準要保護
	認定 ・ 否認定
	支給開始年月日
	令和　　　年　　　月　　　日


記入例








